
古紙配合率100％再生紙を使用しています

新 首都
｢東京から東濃へ｣
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主な内容 人 口＝��,���人
Ｐ２ わたしたちの介護保険 Ｐ８ 土地売ります 世帯数＝��,���世帯 (�月�日現在)
発行／瑞浪市(〒509-6195 岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地 TEL68-2111) 編集／企画部情報推進課

市制45周年

５月２日､ 陶町民一丸となって制作に取り組んできた茶つぼの完成披露が､
同町大川地内にて行われました｡ 高さ5.4�､ 制作期間約１年､ 参加人数延べ
12,000人｡ 焼き物の町の新たなシンボルとなった茶つぼは､ 住民の誇りです｡
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実際に介護している方に聞きました

質問１ おもな介護者は？
高
齢
者
本
人
の
夫

高
齢
者
本
人
の
妻

高
齢
者
本
人
の
息
子

高
齢
者
本
人
の
娘

嫁

(

息
子
の
妻)

婿

(

娘
の
夫)

兄
弟
・
姉
妹

そ
の
他

質問２ おもな介護者の年齢は？
30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
歳
以
上

質問３ おもな介護者の健康状態は？
た
い
へ
ん
健
康

お
お
む
ね
健
康

と
き
ど
き
調
子
が
悪

い
こ
と
も
あ
る
が
、

通
院
は
し
て
い
な
い

通
院
し
て
い
る

質問４ 介護上こまっていることは？
介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
回

数
が
少
な
い

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
利
用
で
き
る
回

数
が
少
な
い

家
族
・
親
族
や
近
隣
の
方
な

ど
の
理
解
が
足
り
な
い

心
身
の
負
担
が
大
き
い

金
銭
的
出
費
が
大
き
い

そ

の

他

特
に
な
い

平成11年５月15日

｛

昨
年
の
９
〜
10
月
に
か
け
て
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
対
象
は
、

①
40
〜
64
歳
の
方

広
報
と
と
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

②
65
歳
以
上
の
方

郵
送
に
よ
り
回
収

③
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
方

訪
問
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

た
く
さ
ん
の
ご
質
問
、
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
一
部
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

｢嫁｣ が最も多く､ ４割以上を占めています｡

次に多いのは ｢高齢者本人の妻｣ になっています｡

介護のほとんどが､ 女性によって担われており､ 女性にとっ

て介護は大きな問題となっていると思われます｡

｢心身の負担が大き

い｣ が多くなっていま

す｡ 在宅サービスを利

用していても､ 心や体

への負担は介護者にとっ

て逃れることはできな

い状況です｡

｢60～64歳｣と｢65～

69歳｣を中心に分布し

ていますが､｢70歳以

上｣の方が介護してい

る割合も多く認めら

れます｡ 介護者自身

の高齢化があらわれ

ています｡

｢通院している｣ 人が最も多く､ ５割

以上を占めています｡

介護者は､ 体調をくずしながら介護に

あたっており､ 介護者自身の健康状態も

大きな課題になっていると思われます｡
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65歳以上の高齢者の方に聞きました

質問５ 日頃不安に思っていることは？
病
気
な
ど
健
康
状
態
が
悪

く
な
っ
た
と
き
の
こ
と

配
偶
者
な
ど
の
家
族
が
ね
た

き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
に
な
っ

た
と
き
の
こ
と

仕
事
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
や
め
た
と
き
の
こ
と

い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
れ

る
人
が
い
な
い
こ
と

火
事
や
盗
難
に
あ
う
こ
と

経
済
的
に
苦
し
く
な
っ
た

と
き
の
こ
と

財
産
管
理
や
相
続
の
こ
と

強
引
な
訪
問
販
売
や
電
話

セ
ー
ル
ス
、
押
し
売
り
な

ど
が
や
っ
て
く
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

質問６ 自分が介護される場合にどのような介護を希望されますか？
家
族
で
介
護
し
て
ほ
し
い

家
族
に
よ
る
介
護
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
の
保
健
や

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
介
護

主
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
保
健
や
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
て
介
護
し
て

ほ
し
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
り
た
い

老
人
保
健
施
設
に
入
所
し

た
い

病
院
で
療
養
し
た
い

そ

の

他

40～64歳の方に聞きました

質問７ 介護保険制度の認知度は
く
わ
し
く
知
っ
て

い
る

多
少
は
知
っ
て
い

る 名
前
は
き
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
よ

く
知
ら
な
い

は
じ
め
て
聞
い
た

質問８ 介護保険制度の必要性についての考え方
介
護
は
社
会
全
体
で

対
応
し
て
い
く
べ
き
こ

と
な
の
で
必
要
で
あ
る

介
護
は
お
金
も
労
力

も
い
る
こ
と
な
の
で

必
要
で
あ
る

保
険
料
を
支
払
え
ば

遠
慮
な
く
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
の
で

必
要
で
あ
る

新
た
な
経
済
的
負
担

が
増
え
る
の
で
必
要

な
い

預
貯
金
や
民
間
の
保

険
な
ど
自
分
の
備
え
が

あ
る
の
で
必
要
な
い

希
望
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
の
で
必
要
な
い

そ

の

他

わ
か
ら
な
い

�６８－２１１１

｢介護は社会全体で対応していくべきな

ので必要である｣ が最も多く､ 次いで ｢介

護はお金や労力のいることなので必要である｣

となっています｡

家族だけでの介護には限界があるという思

いは､ 共通の認識になっているようです｡

｢病気など健康状態が悪くなった時の

こと｣ と答えた人が４割程度みられます｡

次いで多いのは､ 配偶者などの家族が

寝たきりや痴ほうになった時のこと｣ と

なっています｡

ほとんどの人が自分を含めた家族の中に､

病人が出たらどうしたらいいのかという不安

を日頃持ちながら生活してみえます｡

家族による介護を中心に保健・福祉サー

ビスを活用したい人が最も多く､ 次いで

家族のみの介護を希望している人が多く

なっています｡

介護されるようになっても､ 自分の家

で暮らしながら介護を受けたいという人

は７割を超えています｡

｢名前は聞いたことがあるが､ よく知らない｣

が最も多く､ 次いで ｢多少は知っている｣ が多く

なっています｡ 約半数の人がまだ十分知ってみえ

ず､ 市民の方々によく理解していただく必要があ

ります｡

(※この調査から半年近く経過していますので

現在ではもう少し､ ご存じの方が増えいると思

われます｡)

このアンケート結果については､ 瑞浪市介護保険事業

計画・新老人保健福祉計画・障害者福祉計画策定のた

めの大切な資料とさせていただきます｡

多くのみなさまのご協力に感謝申し上げます｡

今後とも､ みなさまに介護保険に関する情報を様々な

かたちでお伝えしていきたいと考えおります｡

お問い合わせは､ 下記までご連絡ください｡

健康増進課 介護保険係 �内線152・153
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険
者

瑞
浪
市

保
険
料

保
険
料

サ
ー
ビ
ス

の
提
供

サ
ー
ビ
ス

の
提
供

サ
ー
ビ
ス
費
の

一
割
を

自
己
負
担

入
所
費
の

一
割
と
食
費

相
当
分
を
負
担

(

こ
の
図
は
模
式
図
で
あ
り
、
今
後
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。)

サービス費の支払い

介介介介
護護護護
保保保保
険険険険
のののの
しししし
くくくく
みみみみ

サ

ー

ビ

ス

提

供

機

関

在

宅

介

護

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

介
護
・
支
援
が
必
要
と

市
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
方

(

※
40
〜
64
歳
で
は
国
が
認
め
た
病
気
に
限
る)

(

65
歳
以
上
の
方)

①
年
金
か
ら
天
引
き

②
個
別
徴
収

65
歳
以
上
の
方

保
険
料
17
％

公

費

(

国
・
県
・
市)

50
％

40
〜
64
歳
の
方

保
険
料
33
％

(

40
〜
64
歳
の
方)

①
各
医
療
保
険
者
が
徴
収

施
設
介
護

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど

被
保
険
者

本人または家族が市役所の介護保険窓口に申請します｡

指定居宅介護支援事業者や介護保険施設が代行できます｡
申 請

申請後すぐ､ 市の職員か､ 市から委託を受けた居宅介護支援事業者などの介護支援専門員

が訪問調査します｡

調査では､ 本人の心身の状態などについて､ 全国共通の調査票により調査します｡
訪 問 調 査

①訪問調査の結果

②かかりつけ医の意見書
①②をもとに介護認定審査会にて審査判定します｡

※審査会…保健・医療・福祉の専門家で構成され､ 介護サービスが必要かどうか､ また

どの程度なのか審査判定します｡

審 査 判 定

市が審査判定の結果に基づいて申請から30日以内に認定します｡

認定は６カ月毎に見直されます｡

結果は､ 市から本人に通知します｡

※認定に不服の場合は県の介護保険審査会に申し立てをすることができます｡

認 定

介護支援専門員が本人や家族の希望を聞きながら､ 介護サービスの計画を立てます｡

本人や家族が計画を立てることができます｡

要介護度に応じて､ 利用額の上限がありますので､ その範囲内でサービスを選択して計画

を立てます｡

サ ー ビ ス
計画を作成

サービス計画に基づいて､ 在宅や施設で介護サービスが利用できます｡

計画は､ 本人の状態や希望に応じて､ 変更・見直しがされます｡
介護サービスの利用

平成11年５月15日

���
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４
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�６８－２１１１

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基

本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
が
強
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国

憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い

て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、

翌
24
年
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
、

我
が
国
に
お
け
る
こ
の
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

平
成
７
年
か
ら
は

｢

人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
10
年｣

が
開
始
さ
れ
、

平
成
９
年
７
月
の
国
内
行
動
計
画
で

は
、
普
段
か
ら
家
庭
・
学
校
・
職
場
・

地
域
社
会
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
人

権
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
一
人
一
人
が
身
近
な
差

別
や
偏
見
に
つ
い
て
考
え
、
人
権
を

尊
重
す
る
社
会
作
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
各
人
の
心
と

心
が
結
ば
れ
、
人
権
尊
重
の
輪
を
広

げ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
、
啓

発
活
動
重
点
目
標
を

｢

考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

広
げ
よ
う
心
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

６
月
１
日
を｢

人
権
擁
護
委
員
の
日｣

と
定
め
、
人
権
思
想
の
一
層
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

瑞
浪
市
に
も
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
７
人
の
委
員
が
、
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
日
は

｢

広
報
み
ず
な

み｣

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん

(

敬
称
略)

伊
藤
典
子

(

陶

町)

�
６
５
―

２
２
２
３

小
栗
好
夫

(

釜
戸
町)

�
６
３
―

３
６
７
８

鈴
木

登

(

稲
津
町)

�
６
８
―

５
０
９
６

遠
藤
圭
子

(

土
岐
町)

�
６
８
―

２
２
０
９

岩
島
康
文

(

一
色
町)

�
６
８
―

０
４
７
２

西
尾
善
英

(

宮
前
町)

�
６
８
―

２
２
５
４

逸
見
恭
子

(

日
吉
町)

�
６
９
―

２
０
１
４

５
月
21
日
〜
31
日
は
家
内

労
働
旬
間
で
す
。

内
職
の
委
託
者
が
、
内
職
者
に
仕

事
を
頼
む
と
き
に
は
、
工
賃
の
支
払

方
法
な
ど
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
た

家
内
労
働
手
帳
を
渡
し
、
工
賃
の
単

価
、
工
賃
支
払
日
、
受
け
取
っ
た
品

物
の
数
量
な
ど
を
き
ち
ん
と
記
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
、
委
託
を
さ
れ
る
方
は
必
ず
家

内
労
働
手
帳
を
交
付
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
工
賃
の
支
払
い
が
遅
れ
た

り
、
払
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合
に
、

金
額
等
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
問
題

の
解
決
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

内
職
を
さ
れ
る
方
は
必
ず
家
内
労
働

手
帳
を
も
ら
い
、
記
入
さ
れ
た
内
容

を
よ
く
確
か
め
て
大
切
に
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
委
託
の
業
務
に
よ
っ
て
は

最
低
工
賃
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
委
託
者
の
方
は
必
ず
そ
の
金
額

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談

は
、
岐
阜
労
働
基
準
局
賃
金
課

�
０
５
８
―

２
４
５
―

８
１
０
４

ま
た
は
多
治
見
労
働
基
準
監
督
署

�
２
２
―

６
３
８
１
ま
で
ど
う
ぞ
。

の
中
に
は
、
日
吉
村
の
名
の
由
来
と

言
わ
れ
る

『

日
の
宮』

様
の
新
資
料

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

｢

素
人
の
書
い
た
本
で
す
。
近
所
の

小
学
生
の
夏
休
み
の
宿
題
と
同
じ
テ
ー

マ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
。
で
も

地
元
の
こ
と
で
す
か
ら
、
村
起
こ
し

の
一
助
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
。｣

と
本
人
は
述
べ
て
み
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

�
６
９
―

２
０
１
０

平
成
４
年
11
月
に
大
湫
病
院
の
江

口
院
長
ら
病
院
職
員
30
人
で
発
足
し

た
歩
こ
う
会
が
、
自
分
達
の
記
録
を

も
と
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
編
さ
ん
し
た
。

本
書
に
は
、
東
濃
一
円
の
古
道
を

た
づ
ね
歩
く
20
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
、

道
順
と
写
真
、
史
跡
解
説

(
郷
土
史

家

足
立
利
六
さ
ん)

で
構
成
さ
れ

て
い
る
。『

私
た
ち
も
ま
だ
全
て
の

コ
ー
ス
を
歩
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
を
持
っ
て
歩
き
、
余
白
に

感
想
を
書
き
込
ん
で
、
自
分
だ
け
の

道
中
記
を
作
っ
て
い
ま
す
。』

と
は

関
係
者
の
弁
で
あ
っ
た
。

問
い
合
わ
せ
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

�
６
３
―

２
３
６
０

日
吉
町
宿
洞
の
小
栗
淳
三
さ
ん
が
、

消
え
て
い
く
伝
統
行
事
や
地
元
の
人

に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
話
を
、
今

一
度
掘
り
起
こ
し
、
残
し
て
お
き
た

い
と
の
思
い
で
、『

ふ
る
さ
と
宿
洞
、

聞
い
て
見
て
歩
る
記』

を
出
版
し
た
。

地
元
区
の
協
力
の
も
と
、
村
内
を
小

ま
め
に
回
っ
て
集
め
た
膨
大
な
記
録
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木村 宗平
しゅうへい

くん (２才)

荻原 茉奈美
ま な み

さん (２才)

自
然
と
共
生｢｢｢

春春春
ののの
山山山
野野野
草草草
展展展｣｣｣ ����� ��������������� ��������������� ����� ����� ����������������������������������������������������������������������ゴゴゴ
ミミミ
ももも
拾拾拾
いいい
ななな
ががが
ららら

屏屏屏
風風風
山山山
ににに登登登ろろろ

ううう

平成11年５月15日

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

土
屋
康
之
会
長)

が
、
設
立
５
周

年
を
記
念
し
て
、
駅
前
広
場
に
寄

贈
し
た
温
度
計
の
引
き
渡
し
式
が
、

４
月
21
日
正
午
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、�
嶋
芳

男
市
長
が
点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
、
気
温
26
度
と
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

＊温度計塔 高さ４.５�
上部に電光表示板

費用 約 130万円

市
消
防
団
の
幹
部
訓
練
が
４
月
25

日
、
市
民
公
園
い
こ
い
の
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
活
力
あ
る
消
防
団

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
団
員
を
指
導
す

る
立
場
に
あ
る
幹
部
が
基
本
に
も
ど

り
改
め
て
基
礎
訓
練
を
す
る
も
の
で
、

団
本
部
や
各
分
団
の
班
長
以
上
97
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
指
導
者
と
し
て
の
心

得
を
再
確
認
し
、
基
本
の
姿
勢
、
号

令
な
ど
基
礎
訓
練
に
続
き
、
全
員
が

一
体
と
な
っ
た
中
隊
訓
練
＝
写
真
＝

を
行
い
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

４
月
24
日
と
25
日
、
東
濃
地
域

に
自
生
す
る
植
物
や
高
原
植
物
な
ど

百
九
十
鉢
を
展
示
す
る

｢

春
の
山
野

草
展｣

が
、
稲
津
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
初
公
民
館
講
座
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
山
野
草
展
は
、
昭

和
61
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、

今
は
稲
津
町
山
野
草
会

(

林
友

治
会
長)

と
し
て
、
会
員
の
み

な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

植
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
で
は
、
年
数
回
の

観
察
会
の
ほ
か
、
地
元
小
里
城

の
登
山
道
の
草
木
に
看
板
を
掛

け
、
名
前
の
紹
介
や
自
然
保
護

の
実
践
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

瑞
浪
勤
労
者
山
岳
会
で
は
、登
山

道
の
清
掃
・
整
備
を
し
な
が
ら
登
る

｢

屏
風
山
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク｣

の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
然
や
郷
土
を
愛
す
る
方
の
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
＝
５
月
30
日�
８
時
〜
15
時

◆
集
合
＝
瑞
浪
市
役
所
前

８
時

◆
持
ち
物
＝
弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

雨
具
、
手
袋
、
ご
み
袋
な
ど

◆
申
込
期
限
＝
５
月
23
日�◆

申
込
先
＝
高
木
雅
信

�
６
８
―

２
４
１
６



善

意

���� ���� ���� ���� �������� ���� ���� ���� ����

７

��第第第 回回回

国民文化祭とは

人々が普段から行っている文化活動を全国的な規模で発

表､ 交流する場を提供し､ 広く文化活動への参加の気運を

高め､ 伝統文化の継承と新しい文化の創造を促し､ 地域文

化の振興発展に寄与することをねらいとして､ 昭和61年度

から各都道府県で順次開催されています｡

ぎふ'99 のテーマ

日本のまん真ん中に位置し､ 東西文化の接点であるぎふの

特色を活かした祭りを開催し､ ぎふから21世紀を予感させる

新しい文化の創造を発信する｡ 参加32市町村(72会場)で実施｡

瑞浪市で開催されるイベント

演劇祭 (現代劇・一般演劇)

◎期間：10月30日�､ 31日� ◎会場：総合文化センター

◎内容：全国各地で活躍している地域劇団が出演､ 劇評あり

美濃中山道フェスティバル

◎期日：10月31日�
◎会場：中山道 細久手宿～大湫宿 (特設会場)

◎内容：街道ウォーキング､ 郷土芸能フェスティバルほか

サイエンスフェア

◎期日：11月３日�文化の日
◎会場：サイエンスワールド (岐阜県先端科学技術体験センター)

◎内容：科学実験ショー､ 子ども体験教室など

インターネット http:／／www.pref.gifu.jp／bunkasai99／

※問い合わせ 生涯学習課 �68-5281､
商工課 �内線481､ 企画政策課 �内線332

｢

訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

�６８－２１１１

訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
活

動
は
、
月
毎
に
誕
生
日
を
迎
え
る

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者

の
方
に
、
機
関
紙

｢

ひ
な
た
ぼ
っ

こ｣

と
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
て
、
声
か
け
訪
問
す
る
こ

と
で
す
。

訪
れ
る
家
庭
は
年
間
四
百
世
帯

に
の
ぼ
り
、
人
と
の
接
触
の
機
会

の
少
な
い
方
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
、
少
し
で
も
多
く

と
の
思
い
で
訪
問
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
三
人
で
始

ま
っ
た
こ
の
会
も
、
今
は
会
員
十

一
人
を
数
え
、
年
齢
も
三
十
代
か

ら
七
十
代
ま
で
、
主
婦
の
方
が
多

く
、
男
性
会
員
は
三
人
で
す
。

訪
問
し
た
さ
き
で
世
間
話
に
花

が
咲
き
、
何
時
間
も
の
楽
し
い
時

を
す
ご
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ら
で
は
の
悩

み
を
聞
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
の
際
に
お
持
ち
す
る

｢

ひ

な
た
ぼ
っ
こ｣

は
ハ
ー
ト
メ
ー
ル

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
手
作
り
冊
子
で
、
そ
の
表

紙
に
は

｢

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会｣

と

い
う
グ
ル
ー
プ
が
折
っ
た
、
季
節

感
あ
ふ
れ
た
素
敵
な
折
り
紙
が
張

付
け
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
お
持
ち
し
て
い
る
も
の
は
、
陶

技
学
園
み
ず
な
み
荘
の
園
生
に
よ

る
草
木
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
で
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
、
社
協
瑞

浪
・
土
岐
両
支
部
で
は
、
福
祉
委

員
の
方
た
ち
に
よ
る
、
声
か
け
訪

問
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
の
輪
が
連
な
り
、
大
き

な
流
れ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

連
絡
先

社
会
福
祉
協
議
会

�
６
８
―

４
１
４
８

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
会

(

会
長
常
務
理
事
山
田
太
郎)

様

＝
五
十
万
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
安
保
征
示
様
＝
三
十
万
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

▼
間
瀬

巖
様
＝
三
十
万
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

▼
第
23
回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
実
行

委
員
長
米
川
英
一
様
＝
マ
グ
カ
ッ

プ
四
百
七
十
三
個
、
市
内
小
学
校

新
一
年
生
の
入
学
祝
い
と
し
て

第14回

平成11年10月23日土◯－11月3日水◯

Ｇ
Ｗ
恒
例
の

『

こ
い
の
ぼ
り
祭』

が
５
月
３
〜
５
日
ま
で
、
市
民
公
園

で
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
四
千

人
も
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
、
二
百
五
十
匹
の
色

鮮
や
か
な
こ
い
の
ぼ
り
が
悠
々
と
泳

ぐ
中
、
駐
車
場
で
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
試

乗
会
、
餅
や
野
菜
の
青
空
市
、
水
辺

の
広
場
で
は
マ
ス
つ
か
み
大
会
＝
写

真
＝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
夢
中
に
な
っ

て
魚
を
追
い
、
連
休
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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建ペイ率 6／10
容 積 率 20／10( (

建ペイ率 6／10
容 積 率 20／10( (
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保保保留留留地地地処処処分分分(((第第第111000回回回)))������������ 瑞浪中央土地区画整理事業に伴う保留地を､
公開抽選により売却します｡
また､ 公開抽選以外の保留地についても､

随時処分しておりますのでご検討ください｡

№ 街区画地番号 面 積 販売予定価格 ㎡ 単 価 用途地域
１ 2 4 292.41 21,843,027 74,700 Ｅ
２ 3 4 456.14 27,414,014 60,100 Ｅ
３ 13 7 180.04 13,503,000 75,000 Ｃ

●
保
留
地
の
位
置
、
地
積
、
価
格
等

位
置
図
お
よ
び
別
表
の
と
お
り

●
処
分
方
法
＝
公
開
抽
選

(

公
開
抽
選
以
外
の
保
留
地
に
つ
い
て
は

先
着
順)

●
受
付
期
間
お
よ
び
場
所

�
公
開
抽
選
受
付�◆

区
域
内
の
関
係
権
利
者

５
月
20
日�
〜
５
月
21
日�

◆
一
般
の
方

５
月
24
日�
〜
５
月
28
日�

(
た
だ
し
、
関
係
権
利
者
か
ら
の
申
し
込

み
が
な
い
場
合)

※
受
付
時
間

10
時
〜
15
時

◆
受
付
場
所

瑞
浪
市
役
所
区
画
整
理
課

４ 19-2 4-1 200.00 14,660,000 73,300 Ｃ
５ 51 7-1 184.10 14,359,800 78,000 Ｂ
６ 52 1 258.42 18,993,870 73,500 Ｂ
７ 78-2 2-7 240.13 17,721,594 73,800 Ｃ
８ 78-2 2-6 191.94 14,165,172 73,800 Ｃ
９ 78-2 2-5 256.69 18,147,983 70,700 Ｃ
10 78-2 2-3 206.70 14,665,030 70,900 Ｃ
11 78-2 2-4 212.78 15,703,164 73,800 Ｃ
12 78-2 2-2 212.68 15,695,784 73,800 Ｃ
13 78-2 2-1 191.52 14,364,000 75,000 Ｃ
14 80-1 2-1 179.09 13,091,479 73,100 Ｃ
15 80-1 2-2 177.14 12,842,650 72,500 Ｃ
16 80-1 3-1 231.41 17,587,160 76,000 Ｃ ●

抽
選
日
お
よ
び
抽
選
場
所

◆
日
時

６
月
４
日�
14
時

◆
場
所

市
役
所
２
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
身
分
証
明
書

(

市
町
村
長
が
発
行
す
る
、
禁

治
産
者
、
準
禁
治
産
者
ま
た
は
、
破
産
者
で
復

権
を
得
な
い
者
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類)

②
住
民
票
抄
本

(

法
人
は
法
人
資
格
証
明
書
お

よ
び
、
代
表
者
証
明
書)

●
問
い
合
わ
せ

区
画
整
理
課�
内
線
２
５
１

17 80-1 3-2 200.41 14,790,258 73,800 Ｃ
18 80-1 3-3 191.16 14,107,608 73,800 Ｃ
19 80-1 3-4 203.82 15,388,410 75,500 Ｃ
20 81 15 205.20 16,128,720 78,600 Ｃ
21 89 1 177.06 13,013,910 73,500 Ｃ
22 101 4 365.56 33,192,848 90,800 Ｃ
23 101 5 239.74 21,768,392 90,800 Ｃ
24 117 2 363.48 51,141,636 140,700 Ｄ
25 120 22-1 223.86 16,901,430 75,500 Ｄ
26 123 12 148.31 12,606,350 85,000 Ａ
27 123 14 137.83 11,715,550 85,000 Ａ
28 143 34 242.82 18,939,960 78,000 Ｄ

用途地域については､ 区画整理課へお問い合わせください｡

Ａ 第１種中高層住居専用地域､ Ｂ 第２種中高層住居専用地域､

Ｃ 第１種住居地域､ Ｄ 近隣商業地域､ Ｅ 準工業地域

29 149 11-1 260.98 20,356,440 78,000 Ａ
30 14 11-2 252.08 19,662,240 78,000 Ａ����������������
№ 街区画地番号 面 積 販売予定価格 ㎡ 単 価 № 街区画地番号 面 積 販売予定価格 ㎡ 単 価
１ 11 6 106.05 7,423,500 70,000 15 111 9 416.02 32,574,366 78,300
２ 11 7 154.55 10,818,500 70,000 16 111 14 298.83 22,113,420 74,000
３ 23 8 299.37 25,745,820 86,000 17 112 5 159.35 11,855,640 74,400
４ 26 3 198.38 14,680,120 74,000 18 113 3-4 419.16 29,802,276 71,100
５ 32 2 300.00 25,200,000 84,000 19 118 2-1 245.64 19,184,484 78,100
６ 79 1 739.00 82,472,400 111,600 20 125-1 1 374.49 33,254,712 88,800
７ 79 9 1,522.89 143,760,816 94,400 21 126 2-1 519.67 38,871,316 74,800
８ 82 1-2 195.15 14,480,130 74,200 22 128 6-6 243.76 17,063,200 70,000
９ 87 2 313.12 23,390,064 74,700 23 140 12 623.39 45,320,453 72,700
10 87 13-1 502.50 41,908,500 83,400 24 148 13 263.95 20,588,100 78,000
11 88 7 508.50 36,662,850 72,100 25 154 4-1 301.64 21,476,768 71,200
12 111 1 397.05 29,381,700 74,000 26 157 3-1 299.30 23,345,400 78,000
13 111 7 240.00 17,760,000 74,000 27 157 3-2 248.29 19,366,620 78,000
14 111 8 233.01 18,803,907 80,700

平成11年５月15日
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抽選保留地
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No.24
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No.30
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No.26
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No.27

抽選保留地
No.22

抽選保留地
No.20

抽選保留地
No.25

抽選保留地
No.21

抽選保留地
No.17

抽選保留地
No.18

抽選保留地
No.19

抽選保留地
No.15

抽選保留地
No.14

抽選保留地
No.16

抽選保留地
No.13

抽選保留地
No.12

抽選保留地
No.10

抽選保留地
No.11

抽選保留地
No.８

抽選保留地
No.９

抽選保留地
No.７

抽選保留地
No.23

山
田
町

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

至
恵
那
市

三洋堂

大法原団地

カネ鈴製陶

旧瑞浪小学校跡地

瑞
浪
小
学
校

た
か
さ
ご

正
宗
寺

十
六
銀
行

至
土
岐
市

雇用促進住宅

万
尺
川

国道19号

八剣神社

一
色
町

寺
河
戸
町

高 月 町

�� ��� �⑲

⑳�
⑦
⑥ ④

③

⑨

⑩

⑧

⑤②①

⑱
⑰

⑫
⑯
⑬
⑭

⑮

Ｎ

⑪

西小田町

下 沖 町

①～�は
公開抽選以外で
随時売却する保留地

�６８－２１１１
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生涯学習施設 ６月の休館日

����������������
瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪浪
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ���������� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
総合文化センター ７日､ １４日､ ２１日､ ２８日

市 民 図 書 館 １日～５日､ ７日､ １４日､ ２１日､ ２８日､ ３０日

市 民 体 育 館 １日､ ８日､ １５日､ ２２日､ ２９日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

１日､ ７日､ １４日､ ２１日､ ２８日､ ３０日

文 化 会 館 ３日､ １０日､ １７日､ ２４日

▲昨年度の主張大会のようす

化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

化化化
石石石
監監監
視視視
委委委
員員員
ののの
みみみ
ななな
さささ
んんん
ををを
委委委
嘱嘱嘱

�������������������������市市市
之之之
瀬瀬瀬
廣廣廣
太太太
記記記
念念念
美美美
術術術
館館館
協協協
議議議
会会会
委委委
員員員

４
月
28
日
の
第
５
回
教
育
委
員
会

定
例
会
で
、
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術

館
協
議
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

は
、
美
術
館
の
管
理
・
運
営
に
助
言

を
い
た
だ
き
、
親
し
ま
れ
る
美
術
館

づ
く
り
推
進
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

(

任
期
２
年

敬
称
略)

渡
辺

千
介

学
識
経
験
者

市
之
瀬

肇

学
識
経
験
者

石
川

正
俊

学
識
経
験
者

小
木
曽
由
雄

学
識
経
験
者

斉
藤

満
秋

社
会
教
育
関
係
者

平
中

学

学
校
教
育
関
係
者

加
知

久
宗

学
校
教
育
関
係
者

平
成
11
年
度
の
化
石
監
視
委
員
に

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
天
然
記

念
物
で
あ
る
化
石
を
盗
掘
な
ど
か
ら

守
り
、
監
視
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

任
期
は
１
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

敬
称
略)

◇
日
時
＝
６
月
26
日(

土)

13
時
〜

◇
会
場
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
資
格
＝
市
内
の
小
中
学
校
・
高
等

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
、

お
よ
び
市
民
の
み
な
さ
ん

◇
部
門
＝
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生

の
部
③
一
般
の
部
④
高
齢
者
の
部

◇
発
表
要
領
＝
５
分
以
内
で
発
表

◇
応
募
方
法
＝
一
人
一
点
と
し
、
発

表
す
る
内
容
を
原
稿
用
紙
４
枚
程

度
に
ま
と
め
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限
＝
６
月
４
日(

金)

◇
提
出
先
＝
生
涯
学
習
課

�
６
８－

５
２
８
１

思
い
は
、
口
に
出
さ
な
け
れ
ば
通

じ
ま
せ
ん
。

自
分
の
考
え
方
を
相
手
に
き
ち
っ

と
伝
え
る
事
が
大
切
で
す
。

こ
の

｢

瑞
浪
市
主
張
大
会｣

で
あ

な
た
の
考
え
を
述
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
分
自
身
を
見
つ
め
な
が
ら
、
周

り
の
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
く

考
え
、
協
調
し
な
が
ら
明
る
い
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
意
見
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
み
ず
な
み
マ
イ
フ
レ
ン
ド
と
は

市
内
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
小

中
学
生
の
家
庭
や
学
校
を
訪
問
し
、

お
子
さ
ん
の
話
相
手
・
遊
び
相
手
と

な
っ
て
、
そ
の
子
の
自
立
と
健
全
育

成
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

お
子
さ
ん
や
家
庭
内
の
こ
と
は
、

口
外
し
ま
せ
ん
。(

秘
密
厳
守)

●
マ
イ
フ
レ
ン
ド
は
ど
ん
な
人
か

広
報
み
ず
な
み
で
応
募
さ
れ
た
、

21
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
の
方
。
大
学
生
、
保
母
、
主
婦
、

教
員
経
験
者
な
ど
、
不
登
校
問
題
に

関
心
の
高
い
熱
意
の
あ
る
方
で
す
。

▼
申
し
込
み
先
は
、
各
小
・
中
学
校
、

学
校
教
育
課

(�
内
線
４
８
８)

教
育
委
員
会
で
は
、
前
年
度
に
引
続
き｢

み
ず
な
み
マ
イ
フ
レ
ン
ド｣

事
業
を
行
い
ま
す
。
不
登
校
な
ど
で
お
悩
み
の
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
の

話
相
手
や
遊
び
相
手
が
欲
し
い
と
思
っ
て
み
え
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
制
度
を
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山
内

敬
造

(

明
世
町)

中
野

正
明

(

明
世
町)

小
栗

敏
雄

(

明
世
町)

斉
藤

栄
次

(

土
岐
町)

伊
藤

弘
三

(

土
岐
町)

内
田

輝
夫

(

土
岐
町)

奥
村

昭
文

(

明
世
町)

太
田

豊
司

(

土
岐
町)
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������������������������
午午午
前前前
三三三
千千千

午午午
後後後
二二二
千千千

コ
ラ
ム
・
生
涯
学
習

�６８－２１１１

長
寿
日
本
一
、
百
十
二
歳
の
石

崎
傳
蔵
さ
ん
の
日
課
の
一
つ
は
、

午
前
中
三
千
歩
、
午
後
二
千
歩
、

計
五
千
歩
、
部
屋
の
中
を
歩
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

驚
く
べ
き
運
動
量
と
実
行
力
に

唯
々
感
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

人
は
誰
し
も
、
必
ず
願
望
の
一

つ
に
、
で
き
る
限
り
い
つ
ま
で
も

健
康
で
あ
り
続
け
た
い
と
の
思
い

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

健
康
の
保
持
向
上
の
た
め
に
は
、

心
掛
け
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
継
続
実
践
さ

れ
て
は
じ
め
て
そ
の
効
果
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
す
。

｢

決
心
に
お
そ
く
と
も
、
実
行

に
す
み
や
か
な
れ｣

、｢

継
続
は
力

な
り｣

な
ど
の
言
葉
は
日
常
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
い
ざ
実
行
と
な

る
と
実
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

特
に

『

継
続
す
る』

こ
と
は
、
よ

ほ
ど
強
い
意
志
の
な
い
限
り
、
不

可
能
に
近
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

石
崎
さ
ん
の
五
千
歩
実
践
か
ら

は
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
己
の
健
康

管
理
に
、
前
向
き
に
つ
き
進
む
こ

と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
示
し
、

諭
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

石
崎
さ
ん
の
実
践
は
、
生
涯
学

習
の
基
本
理
念
に
通
ず
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
生
涯
学
習
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
て
、
す
で
に
長
い
年

月
が
流
れ
ま
し
た
。
竹
に
節
が
あ

る
よ
う
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
原

点
を
振
り
返
り
、
向
上
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。

自
分
に
プ
ラ
ス
に
働
く
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
、
頭
に
ひ
ら
め
い

た
ら
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
こ

と
で
す
。｢

自
分
に
も
で
き
そ
う

だ｣

、｢

や
っ
て
み
よ
う
か
な｣

、

こ
ん
な
思
い
を
今
ま
で
に
、
随
分

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
体
験
し
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
す
ば
ら

し
い
芽
生
え
で
す
。｢

や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。｣

そ
し
て

｢

続
け
て

み
ま
し
ょ
う
。｣

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
よ
い
。
遅
々

と
し
た
歩
み
で
も
よ
い
。
と
に
か

く
や
り
通
す
強
い
意
志
が
、
自
己

開
発
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

(

石
崎
さ
ん
は
、４
月
29
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。)

取
り
組
み
、
健
全
で
住
み
よ
い
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
婦
人
会
は
、
女
性
の
社

会
進
出
、
女
性
の
意
識
の
変
化
な
ど

か
ら
、
長
期
低
落
状
況
に
あ
り
ま
す
。

瑞
浪
市
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た

傾
向
が
見
ら
れ
、
会
員
の
減
少
、
高

齢
化
な
ど
が
拍
車
を
掛
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
は

『

心
の

時
代』

、『

女
性
の
時
代』

と
言
わ
れ
、

家
庭
の
雰
囲
気
、
流
れ
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
主
婦
で
あ
り
、｢

地
域
の

雰
囲
気
、
流
れ
を
つ
く
る｣

婦
人
会

は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
目
前
に
控
え
た
21
世
紀
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
我
が

国
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
、
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
社
会
の
急
速
な
変

化
に
対
応
し
て
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

女
性
た
ち
が
発
言
し
、
行
動
し
、
自

己
研
さ
ん
を
し
て
、
自
ら
の
力
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
魅
力
あ
る
婦
人
会
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
婦
人
の
集
ま
り

が
核
と
な
っ
て
、
押
し
つ
け
で
は
な

く
主
体
的
に
活
動
で
き
る
体
制
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
婦
人
会
に
結
集
し
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

魅
力
あ
る
婦
人
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

童
謡
を
童
心
に
返
っ
て
み
ん
な
で
歌

い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了

し
ま
し
た
。

平
成
11
年
度

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
役
員

(
敬
称
略)

☆
会

長

小
川

時
子

(
釜
戸)

☆
副
会
長

西
尾

翠

(
瑞
浪)

☆
書

記

可
知

初
恵

(

明
世)

☆
会

計

三
輪

敏
子

(

釜
戸)

〈
地
区
婦
人
会
長
〉

☆
瑞
浪
地
区

在

山

憲

子

☆
土
岐
地
区

日
比
野

町

子

☆
日
吉
地
区

高

木

み
ね
子

☆
釜
戸
地
区

酒

井

征

子

☆
稲
津
地
区

勝

股

と
志
江

☆
明
世
地
区

山

内

千
鶴
子

☆
大
湫
地
区

小

栗

ひ
ろ
子

瑞
浪
市
連
合
婦
人
会
は
、
家
庭
生

活
の
充
実
と
心
豊
か
な
連
帯
社
会
づ

く
り
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
、
女
性
の
し
な
や
か
な
感
覚

で
、
地
域
社
会
の
課
題
に
積
極
的
に

去
る
４
月
18
日
に
、
瑞
浪
市
連
合

婦
人
会
総
会
が
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
平
成
11
年
度
の
役
員

選
出
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
コ
ー
ラ
ス
の
指
導

者
と
し
て
有
名
な
松
尾
隆
夫
先
生
の

巧
み
な
リ
ー
ド
の
も
と
、｢

四
季
の

歌｣

や

｢

ち
ょ
う
ち
ょ
う｣

な
ど
の

今
、
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
婦
人
会
が
消
滅
し
た
り
、
活
動
が
沈

滞
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今

『
女
性
の
時
代』

と
言
わ
れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
21
世
紀
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
情
勢
に
あ
っ
て
、
婦
人
会
活
動
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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�６８－５５２９��������������
こ ま ど り 号

写真展���������������������������������������������������巡回日 ステーション 時 間

９日� 小 里

萩 原

��:��～��:����:��～��:����日� 半 原

鶴 城

名 滝

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����日� 日吉コミュニティーセンター

宿

月 吉

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����日� 明 賀 台

新 山 田

��:��～��:����:��～��:����日� 猿 爪

大 川

水 上

旭 町

サニーヒルズ

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:�� ������������〜〜〜
視視視
聴聴聴
覚覚覚
図図図
書書書
室室室
〜〜〜

��日� 棚 田 山

羽 広

��:��～��:����:��～��:����日� 薬 師

白 倉

細 久 手

深 沢

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:��
６月１日(火)～６月５日(土)��������
図書館では､ 館内の整理をしたり傷んだ
本の補修などをするため､ ｢ばく書休館日｣
を設けています｡
ご迷惑をおかけしますが､ご協力をお願いします｡

▲視聴覚図書室 (ハートピア内)�68－8744

瑞
浪
市
で
は
、
市
民
図
書
館
の
ほ

か
に
、
視
聴
覚
図
書
室
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
図
書
室
は
、
毎
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

臨臨臨時時時休休休館館館のののおおお知知知らららせせせ

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
土
岐
町
木

暮
の
桐
井
恭
一
さ
ん
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
数
カ
国
を

訪
問
さ
れ
た
と
き
に
撮
影
さ
れ
た

風
景
写
真
と
、
日
本
の
四
季
の
美

し
さ
を
表
現
さ
れ
た
作
品
な
ど
20

余
点
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミニ展のご案内

こ
の
図
書
室
は
、
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー

(

ハ
ー
ト
ピ
ア)

の

中
に
あ
り
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
を

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
や
テ
レ
ビ
を
利

用
し
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

幼
児
か
ら
老
人
ま
で
を
対
象

に
二
百
八
十
枚
の
デ
ィ
ス
ク
を

揃
え
て
お
り
、
美
し
い
映
像
と

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
音
で
世
界
の

名
画
や
音
楽
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇

一

般

書

◇

１
位

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち

(

黒
柳
徹
子
／
著)

２
位

不
機
嫌
な
果
実

(

林
真
理
子
／
著)

３
位

ダ
デ
ィ

(

郷
ひ
ろ
み
／
著)

４
位

理
由

(

宮
部
み
ゆ
き
／
著)

５
位

鉄
道
員

(

浅
田
次
郎
／
著)

６
位

失
楽
園

(

渡
辺
淳
一
／
著)

◇

児

童

書

◇

１
位

な
ぞ
な
ぞ
ラ
イ
オ
ン

(

佐
々
木
マ
キ
／
著)

２
位

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の

尾
は
ど
こ
へ
き
え
た

(

山
本
か
ず
と
し
／
著)

３
位

シ
ン
タ
の
あ
め
り
か
物
語

(

八
束
澄
子
／
著)

４
位

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

き
ょ
う
ふ
の
や
か
た

(

原
ゆ
た
か
／
著)

５
位

に
ゃ
ん
た
ん
の
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク

ど
き
ど
き
き
ょ
う
か
い

(

巻
左
千
夫
／
著)

６
位

車
い
す
か
ら
こ
ん
に
ち
は

(

嶋
田
泰
子
／
著)
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� � � � � �INFORMATION

写
真
提
供
瑞
浪
警
部
交
番

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののののの不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
収集日

収 集 地 区
不 燃 ご み 資 源 ご み

１日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 稲津町 (萩原)

２日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・ 中・西大島)､ 大湫町

稲津町 (小里)

母子相談 福祉課 �内線１０４
３日� 釜戸町 (上記以外の地区)

桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手

４日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地

移動家庭児童相談 福祉課 �内線１０２７日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘

８日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町

一日市場､ 木暮､ 清水､
朝日町､ 水の木

９日� 稲津町 (小里) 陶町 (猿爪)��日� 稲津町 (萩原) 陶町 (水上､ 大川)��日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

栄町､ 元町��日� 日吉町 (本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)��日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､

大法原団地
日吉町 (上記以外の地区) 新規学校卒業者

求人取り扱い説明会のお知らせ��日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原 山田町､ 明賀台��日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

松�瀬町､ 薬師町､ 明世町��日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､

益見､ 上平町��日� 陶町 (猿爪)
宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町��日� 陶町 (水上､ 大川) 鶴城､ 鶴城団地､ 市原��日� 栄町､ 元町
釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・ 中・西大島)､ 大湫町��日� 釜戸町 (上記以外の地区)��日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘��日� 山田町､ 明賀台��日� 日吉町 (本郷､ 白倉､ 宿洞､

宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)
稲津町 (萩原)��日� 日吉町 (上記以外の地区) 稲津町 (小里)

◎６月に行われる資源集団回収の実施予定日 ※詳細は､ 各学校に

◆大湫小学校＝�日 ◆日吉小学校＝��日 問い合わせください｡

�６８－２１１１
●日時…６月１日� ９時～12時

●場所…市役所 市民相談室

●陶児童館

…６月２日� 10時～12時

●稲津コミュニティーセンター

…６月２日� 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…６月９日� 10時～12時

●日吉コミュニティーセンター

…６月９日� 13時30分～15時30分

平成12年３月新規学校卒業者求人取り扱い説明会が､

次のとおり開催されます｡

●テーマ 最近の雇用失業情勢について

新規学校卒業予定者求人取り扱い

◎５月24日� 13時30分～16時

○会場 ゆとりピア (可児市広見１２６－１)�0574－62－2005
◎５月26日� 13時30分～16時

○会場 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山４)�54－2120
※問い合わせ ハローワーク多治見 求人・企画部門�22－3381

平成10年全国交通事故統計によると､ 交通事故発生

時に飲酒をしていた運転者の人口比率で､ 当市は不名

誉な結果となりました｡ 『飲んだら乗るな､ 乗るなら

飲むな』 を必ず守りましょう｡
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���������������������
������������������ 多治見保健所からのお知らせ

～精神保健福祉について～

期 日 時 間 場 所 個人負担

６月10日� ８時30分～11時 保健センター ５００円

場所 多 治 見 保 健 所 瑞浪市保健センター

日時
毎月第４火曜日 偶数月第２火曜日

１３時～１５時

相談

内容

ご自身やご家族について､ 不眠・イライラ・暴力・
ふさぎ込む・怒りっぽい・奇異な行動・不登校・問題
飲酒・痴ほう・その他�������������

期 日 時 間 場 所 個人負担

６月７日� 13時～14時 保健センター ５００円

上記の予防接種の申し込みを５月26日 (水) まで
延期しますので､ 該当者でハガキを提出されていない
方は､ 至急保健センターへ申し込みをしてください｡
詳細は､ 広報みずなみ４月１日号をご覧ください｡
今回の期限を過ぎれば申し込みはお断りします｡
すでに申し込みをされた方は､ 早めに医療機関へ

電話予約をしてください｡��������������� 〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健診・相談名 実施日 受付時間 対 象 者 そ の 他

４ カ 月 児 健 康 診 査 ５月25日� 13時～14時
第一子は13時に
お集まりください｡

平成11年１月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください｡

３ 歳 児 健 康 診 査 ５月28日� 12時30分までに
お集まりください｡ 平成８年４月生まれの子

尿検査があります｡ 早朝尿を50ccぐらい
と母子健康手帳をご持参ください｡
歯ブラシをご持参ください｡

６ カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 ６月１日� ９時30分

～９時45分 平成10年12月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください｡

中期・後期離乳食相談 ６月９日� 13時30分～15時 生後７カ月以降の乳児 電話などでの予約が必要です｡

２歳児歯みがき教室 ６月３日�
９時～11時

平成９年６月生まれの子
フッ素塗布､ 歯の汚れ検査があります｡
※汚れてもいい服装でおいでください｡
※母子健康手帳､ 使用中の歯ブラシ､
コップをご持参ください｡

２歳６カ月児歯みがき教室 ６月８日� 平成８年12月生まれの子

３歳児歯みがき教室 ６月９日� 平成８年４月生まれの子

４歳児・４歳６カ月児
歯 み が き 教 室 ５月24日� 平成７年５月生まれの子

平成６年11月生まれの子

◆対 象 者 40歳以上の希望者 (定員５０名)

◆内 容 胃がん検診…バリウム検査

大腸がん検診…便潜血反応検査

肺がん検査…胸部Ｘ線検査

喀たん検査(必要な方のみ)

◆申し込み ６月７日�までに電話などで保健センターへ
＊詳細については､ 申し込みの時にお知らせします｡

多治見保健所では､ 精神障害に関する相談や､ 精神障

害者保健福祉手帳・通院医療費の公費負担申請の受付を

行っています｡

●精神保健福祉相談

心の健康を保ち､ 健やかな毎日を過ごせるように精神

科医や保健婦などが相談に応じます｡

※電話などでの予約が必要です｡

※次回､ 保健センタ－での相談日は６月８日�です｡
●精神障害者保健福祉手帳

精神障害のために長期にわたり生活への制約がある方

が対象です｡ 精神疾患のすべてが対象になりますが､ 知

的障害は含まれません｡ 障害の程度により､ １級から３

級に分かれており､ 障害年金の等級にほぼ同じです｡

申請書に､ 医師の診断書又は障害年金証書の写しを添え

て申請します｡

●通院医療費公費負担制度

精神科の病気で通院治療を受けている場合に､ 医療費

の自己負担を軽減する制度です｡ 国民健康保険､ 社会保

険にかかわらず自己負担が５％になります｡

◆問い合わせ＝多治見保健所保健予防課�２３－２１１１ 内線３６１

◆対 象 者……30歳以上の女性 (定員60名)

◆申し込み……電話などで保健センターへ


